
分

2 に 分 ン ンの との

The aim of the present research is to clarify the context on how condominiums were built 

and what difference and similar characteristics share according to each of the 23 wards 

in Tokyo after the Second World War. As an initial stage, literature collected from sales 

records of second hand condominium properties from REINS and other sources, helps to 

understand the role of condominiums as redevelopment efforts since their introduction 

first in Shibuya ward. The research also establishes the application of component and 

cluster analysis for the evaluation of six important characteristics: 1) the age of buildings; 

2) the number of dwellings; 3) the number of storeys; 4) the size of unit; 5) the number of 

bedrooms; and 6) the sales price of each unit. As a main result, the research was able to 

carry out the identification of 5 main group types within the 23 wards of Tokyo.

1　 に

1 1　 の

　 、 平 に ける によって が し

たこと からの 者が に えたことにより、

本は もの に っていた。 は、

とともに政 の最 政 であったが、同 に

も 調された。 年に の ン

ー の パー が てられた も、地

体による パー の 設が に 。

年には 準設計 以下「 」 が考

され「 のできる広い 所」を設け、「 分離」

が実 された 。

　 年には、 により、 所 者に

けた の分 ン ンである ング

が てられた。この 例は の の 計 の一

という もあった 。 年には 者の で

人 け分 ン ン の四 ー が て

られた 。 ング 四 ー の平

ー ー 分 ン ン ン ータ 分分析 ター分析

Keywords: 23 Wards in Tokyo, Condominiums, REINS, Principal Component Analysis, 　
                  Cluster Analysis

図を ると、 の の「 のできる広い 所」が ら

れ、 の影響が大きかったことが分かる。

　一 、 、 年 に は から に

合され、同年 には から が分離 し、

の は となり に る 。また、 年

ン ンの相場 注 によると、平均 の上

位は であり、下位は

であり、 ン ンの と人 度が に

よってかなり違っている。

　 期の ン ンと されるものとは大きく異

なるが、 のようにして、 の にた り いたか、

その は地域によって う異なっているのかな

はつきない。また、 ン ンの 、 者の

な に対 するため、各地域の ン

ンの を する がある。

1 2　 と の

　 ン ンの に関する では、様 な

がある。例えば、小 らは 本 総合 ンターの調査
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ー の中で 年 期から 世 までの

合 計 の を 理している。長 は

ン ン 場の様 の 目について、い い な 度

から分析している。しかし、いずれも 本全 あるいは

関 地 な を ったもので、 についての

細な分析ではない。

　この他、 ン ー ン ン 、大 ン

ン 、 ン ン な の があり、 的

なタ の ン ンを っているが、全ての ン

ンの分析には んでいない。

　 ン ンについての調査を ると、 年に

による 調査として ン ン実 調査

が実 された注 。その中で は、 内に

あまりの パー ン ンがあり、そのうち、

分 ン ンは あまりあると して

いる。しかし、 ン ンについての 細な な は

されていない。

　本 は、 ン ンの 、 者の 、

に対 するために、 内 注 分 ン ンの

を とに することを目的としている。 体的

には、「 に ン ンが のように されたか」

「 こに のような ン ンが まっているか」を

各 の ン ン としての特 を明らかにすることが

目的である。

1 と の内

　本 では、 では一 に、「 ン ン」と

れる 、 または の 同 て 式の

以上の で注 、 分所 で 定されているもの

を うこととする。

　本 では、 本 から

を けた の中 の 子 ータ 以下、「

ン ータ」 を い、その 設 さな の

を た。 ン ータが、 調査として実 され

た上記の による ン ン実 調査結

果注 の ータの 程度（ ン ータに いて

の各 の分 ン ンの 数は実 調査結果の

であり、平均で ）を んでいること、最 期

の分 合 とされる ングの な

期の の分 合 の を んでいること、

また、 期の分 合 の についての内 を し

ていることから、 内 の全 を網 することは

できないが、その一 を明らかにするには 分であると

考え、この ータを いた。 表

　本 ではこのようにして られた 的 ータの み

合 によって、 をもった で各 の ン ン

の特 を明 に 明できると考える。特に、ここで

ン ータから た ータを いて、 分分析と

ター分析を行い、また、地図 の によって、

との特 を明らかにすることが である。また、

ン ータは 各 についての全ての があ

り、それらの み合 を め、 明される 実が 数

あると考えられる。各 の内 を以下のように べる。

　 では、 期の分 ン ンの所 と 基

準注 の から て、 分所 の制定以 年ま

で 年までの つの 期から 期の分 ン

ンの 設 を確認した。 では、 の との

ン ンの特 を明らかにするため、 ン ータに

よって つの 目 年数 数 地上 数

数 中 の平均値 割合を考 した。

では、 の地域差の特 を考 するため、 の

つの 目を い、 分分析を行い、 つの 分を

出した。そして、各 の 分 によって、 つの

地域に分けることができ、地図 の と み合

、各地域の特 を分析した。 は のまとめであ

り、 は の である。

2　 期の の ン ンについての ー

2 1　 分所 の制定 の ン ン建

　まず、 一に ン ータで最も いものとして

られているものは かをさぐった。　　　　　　　　　　　　　

　 年 に 分所 が制定される に てられ

た ン ンを ると（図 ）、 であっ

た。この中でも、 の ングが最 の

ン ン 年 注 であった。当 、

は の が相当数あり、その を めた

計 がなされたのが 計 である。この

計 で られたのが ングであった 。

体注 が 的 関か 者かという から調

べると、 体が確認できた のうち、 が

1　 ン ー の内

　　　　　　　　　　　　　　

ー 　　　　　　　　　　　　

もの い の ー 　　

ー 　　　　　　　　　　　

ン ン 　　　　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

内 　　　　　　　　　　　　　　　　

）

物 21 5 2 分

物 2 95 9 分

2 5 12 519

199 5 11 2 15

195 2 15

ン ン 所 最

建物

分

物 2 5 92 分
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者、 が 的 関であり、当 は が っ

て の ン ンを ていったことが分かる。ちな

みに、 目の 町 は 旧 町の中

街に 設されたものという 。

　また、上記の のうち、 に てられた

数が最も く、 全体の を占めている。それは、

年 には、 の人 数は を いて

位 一位は となるな 人 が

しかったことと を一にしている 。

2 2　19 1 の ン ンの建 　　

　 との最 の ン ンの 設 は表 に した

であった。 、 、 から まり、中位は

、中 、 が 、下位には、 、

、 な が 。

　 ン ータから、図 の 年までに ン

ンが てられた 数を 算すると、 世

の に 年までには の ン

ンが てられていたにもかか らず、 には

年に てられた ン ンが に なかったと

考えられる。すな ち、 、もし 年 ン

ンに かの 合があったとしても、それは、表 に

は 目の中 までの であり、

の の は 年 の

ン ンな めて ないと 測する。一 、

年より い ン ン

を した理由に に

り上 るべき とすれば、

世 な が

対象となる。

　 年までの 期の ン

ンの地域の 設 注 図

を ると、世

目 中 大

中

の になっていることが分かった。この

ように、 ン ンは最 の 側の地域から

世 を中 として、 側の地域にま

で てられていった。

2 　19 1 の ン ンの建

　 年 に、 基準 行 の によって、

基準が されたことにより、 年までに確

認 が認められた ン ンは が低いと

れている。 年までに 設された ン ン分布図

図 と 年までに 設された ン ン分布図 図

図 1　 分所 の制定 の ン ン建

2　 との最 の ン　　　　
ンの建 　　　　
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とを比 すると、

が に ていることが分かる。特に、

の 数が大きく えているが、それは、 以

上の大 ン ンが く てられたためと考えら

れる。一 、 年までは ン ンが てられたの

が 側の地域であることを考えると、 年と 年

に つの大きな 期があると考えるのがよいと考えられ

る。

2 　 との ン ン

　 の 者 のうちの れ の人が分

ン ンで らしているのか がある。

　 年に行 れた 地 計調査注 の結果を

ると、ここでは、 以上の中 同 （ 計上、

な を ）のうち、分 ン ン

は ち家、 ン ンは 家の世 が

であり、 の分 ン ン 世 数は

世 世 であり、 ン ン

世 数は 世 世 であった。

合計で 程度であったから、 の の調査注

は、 程度の が していることになる。

　 との分 ン ンの 世 注 表 を

ると、最も い は であり、次いで、 、

中 となっている。 に の分 ン ンの

世 が最も低く であり、次いで 、中

の である。

　 の との ン ンの

1　

図 11 　19 1 の ン ン分 と との建
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　 の に のような ン ンが いかについては、

しいことは分かっていない。そこで、 ン ータ

によって つの 目（ 年数 数 地上 数

数 中 ）から の との ン

ンの特 を分析した。

　 年数については、 ン ータに いて最 のも

のは 年の であるから、全て 年 で計算

することとした。ここで、年 の ン ン 数の割

合と 数の割合を することとした。

　 数については、 数の平均と、小 以

下 中 大 以上 注

の割合を めた。

　 数については、低 以下 中

以上 注 の割合を すること

とした。

　本 では、 数注 と との関係を以下の

ように考えた。 によって、 数 と

とが よそ対 するものと考えた。同様に、

数 と とが よそ対 するも

のと、 数 と とが よそ対

するものと、 数 以上は 以上とが よ

そ対 するものと考えた。

　中 については、 単 を め、比 した。また、

、い る ン ー ン ン注 の

を るため、 単 以上の 数の割合を

めた。

2　

　 年数（ 年 ）から ると、 の平均 年

数は 年であり、 の ン ンの平均 年数

は最も長く 年で、次いで目 、 の である、

に中 の平均 年数が最も く 年で、次いで

、 の である。

　年 に ていくと、 年以上（ 年 年）

の ン ン 数の割合から ると、

目 が最も く、 全体の を占めているが、

には

も てられていなかったことが分かる。 年ま

で（ 年 年）の ン ン 数の割合から

ると、中 目 が最も く、 全体

の を占めている。 年まで（ 年

年）の ン ン 数の割合から ると、

が最も く、 全体の を占めて

り、下位には、 な が、

数の割合から ると、 は 目になって

り、この には に大 ン ンが く 設

されていったと考えられる。しかし、 年以下（

年）の ン ン 数の割合から ると、

が最も く、 ン ンの

40%20%0 60% 80%

分 ン ン 世 の

分 ン ン 世 ン ン 世
分 ン

ン

世

ン

ン

世

　 2 の ン ンの

と の ン ン の と の の

世

大

2

4%     2%      0 0      2%     4%
27.5
26.9
26.5
26.0
25.9
25.7
25.2
24.8
24.4
24.3
23.7
23.5
22.9
22.5
22.2
22.1
21.9
21.8
21.7
21.5
20.8
19.3
18.8
24.0

2.9%
2.0%
1.9%
1.5%
1.3%
1.2%
1.1%
1.1%
1.0%
1.0%
0.7%
0.6%
0.6%
0.3%
0.2%
0.1%
0.1%
0.1%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.9%

世

大

2

3.5%
1.9%
1.4%
1.2%
1.2%
1.0%
1.0%
0.8%
0.6%
0.5%
0.4%
0.4%
0.2%
0.2%
0.2%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.7%

5 195 19 5
ン ン の

世
大

2

の

2.9%
2.0%
1.9%
1.5%
1.3%
1.2%
1.1%
1.1%
1.0%
1.0%
0.7%
0.6%
0.6%
0.3%
0.2%
0.1%
0.1%
0.1%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.9%

世

大

2

3.5%
1.9%
1.4%
1.2%
1.2%
1.0%
1.0%
0.8%
0.6%
0.5%
0.4%
0.4%
0.2%
0.2%
0.2%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.7%

世
大

2

20.0%
17.6%
17.5%
17.2%
14.9%
11.8%
10.8%
9.5%
9.4%
9.3%
9.0%
8.6%
8.5%
8.3%
6.8%
6.0%
5.1%
4.9%
4.6%
3.9%
2.9%
2.7%
2.5%
10.1%

世

大

2

39.4%
36.5%
34.7%
34.0%
33.3%
32.9%
30.4%
29.8%
29.3%
29.1%
27.3%
26.6%
25.5%
25.0%
24.8%
24.0%
22.9%
21.6%
21.5%
21.0%
20.1%
18.4%
16.2%
27.8%

大

世

2

33.8%
33.2%
32.8%
30.7%
27.9%
27.9%
27.0%
26.3%
24.5%
24.4%
24.4%
24.1%
23.9%
23.4%
22.7%
20.7%
19.3%
19.0%
18.6%
18.2%
18.1%
17.7%
17.5%
24.7%

世

大

2

79.9%
78.7%
77.3%
75.7%
71.1%
70.2%
70.1%
69.5%
67.0%
64.7%
64.2%
63.9%
61.6%
57.4%
56.7%
56.7%
56.5%
56.5%
52.5%
51.5%
50.3%
47.0%
47.0%
61.2%

大
世

2

79.8%
77.2%
75.1%
72.9%
72.6%
72.2%
71.0%
69.9%
68.7%
66.5%
66.1%
64.9%
63.9%
63.7%
59.9%
59.2%
57.6%
56.7%
56.0%
54.5%
54.0%
53.9%
47.6%
63.7%

大

世

2

9 19 19 5 29 19 2 15
ン ン
の の

ン ン
の の

ン ン
の の

9 19 19 5

世

大

2

26.3%
21.4%
19.7%
18.3%
15.2%
14.0%
11.3%
11.1%
11.1%
10.3%
9.8%
9.6%
9.2%
8.8%
8.7%
7.9%
7.9%
5.5%
5.1%
4.9%
4.1%
3.5%
1.6%
11.0%
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数は である。中 の平均 数は最も く

であり、次いで、 、 の と く。

に世 は最も低く であった。次いで、

、 の である。 以下の ン ン 数の割

合を ると、世 、 、 に く、

全体の を占め、 以上の ン ン 数を

ると、 に く、 全体の

である。

　 以上の ン ンの 数は、つまり ン

ンの割合は、 が いことから、

これらの に いことが分かった。一 で、世

な には 以下の低 ン ンが

いことが分かった。

5　 と 1

　 から ると、 の平均 は

である。 が最も大きく で、次い

で、 、 の である。 に は最も小

さく である。さらに、 、 の であ

る。 数から ると、 の平均 数は であ

り、 は最も く で、次いで、 、

の である、 に の平均 数は最も な

く で、次いで、 、 の である。さらに、

の 数の割合から ると、

に最も く、 全体の を占め

て り、 の割合から ると、

に く、 全体の を占めている。

の割合から ると、 中

に最も く、 全体の を占めて り、

の 数から ると、 目 に く、

全体の を占めている。 の

割合から ると、 に最も く、

全体の を占めて り、 の 数か

全体の を占めて り、 年以下の ン ン

は 側の地域に いことが分かる。

　このように、 ン ータの 度から ると、 く

期 の 年の ン ンは、 目

に 中している。 には 期、

ン ンは も てられていなかったが、

年以下の低 年の ン ンが く てられていたこと

が分かった。

　 5

　次に 数に関して、 との特 を記 する表 に

すように、 との 数から ると、 の平均

数は である。 の平均 数は最

も く で、次いで、中 、 の となって

いる。 に世 の平均 数は最も なく

である。次いで、 、目 の である。

　 以下の小 ン ン 数の割合から ると、

世 、 、目 が く、 全体の

を占めていることが分かる。

　一 で、 の中 ン ン 数の割合

から ると、中 が く、

全体の を占めている。また、 以上の大

ン ン 数の割合から ると、 中

が く、 全体の を占めていることが特

的である。

　このように、一 当たりの 数、すな ち平均

数に いて、 中 が大きく、 以上とい

う大 な ン ンが いことを している。 に、

世 目 の平均 数が小さいことは、

以下という小 な ン ンが いことによる

と される。

　

　地上 数から ると、表 のように の平均

5　 と小 大 の ン ン の
　 と

　　　　　　　の ン ン の

大

世
2

90.8
70.9
58.9
58.6
56.7
55.1
54.0
51.0
50.3
49.1
48.3
48.0
47.5
46.9
44.5
43.2
42.7
42.6
41.5
38.2
38.0
34.8
33.6
47.9

0       50     100
世

大

2

83.7%
81.4%
80.3%
79.0%
75.5%
75.3%
75.1%
74.4%
73.9%
73.1%
73.1%
71.7%
71.6%
71.4%
70.1%
69.1%
69.0%
66.5%
64.5%
64.4%
64.1%
59.9%
51.6%
72.5%

5 の ン
ン の

51 2 の ン
ン の

2 1 の ン
ン の

大

世
2

38.9%
37.5%
32.9%
31.5%
31.5%
30.1%
29.0%
26.9%
26.7%
26.4%
26.4%
26.3%
26.2%
25.2%
25.2%
24.3%
23.8%
23.6%
23.3%
20.5%
18.8%
18.4%
15.7%
25.4%

大

世

2

10.9%
4.5%
4.2%
4.1%
4.0%
3.5%
3.0%
2.9%
2.2%
2.0%
2.0%
1.9%
1.7%
1.5%
1.3%
1.3%
1.0%
0.9%
0.6%
0.6%
0.6%
0.6%
0.2%
2.2%

大

世
2

11.6
11.1
10.7
10.5
10.2
9.6
9.3
9.3
9.1
8.8
8.5
8.4
8.4
8.2
7.6
7.3
7.3
7.1
6.7
6.6
6.5
6.0
5.6
8.0

0     5    10   15
世

大

2

61.9%
53.4%
47.1%
46.2%
43.5%
38.5%
35.7%
35.4%
31.8%
30.0%
29.8%
29.0%
23.1%
22.9%
21.0%
17.7%
12.3%
10.6%
6.7%
6.7%
4.0%
2.9%
0.8%
31.7%

5 の ン
ン の

19 ン
ン の

2 の ン
ン の

大

世
2

96.2%
96.0%
92.7%
92.4%
88.2%
86.7%
82.3%
81.6%
76.9%
75.9%
72.3%
69.8%
69.1%
67.7%
66.4%
63.4%
63.3%
60.7%
56.0%
53.4%
52.3%
46.3%
37.6%
66.7%

大

世

2

6.6%
5.5%
4.6%
3.3%
3.0%
2.3%
2.1%
1.9%
1.8%
1.2%
1.2%
1.1%
1.0%
0.9%
0.8%
0.8%
0.7%
0.6%
0.5%
0.5%
0.4%
0.4%
0.3%
1.6%
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地域の世 に低 小 ン ンが

いことな が分かった。これらのような地域差の特 も

られる。このように の地域差の特 を考 する

ため、 分分析と ター分析を いて分析した。

1　 分分 に

　 との特 と差異を、できる け して する

ため、これまで 理した 年数、 数、地上 数、

、 数と中 の つの 目と ン ン

数、総 数、総 数の ータを い、 分分析

を行った。

　分析によって 出された 分までの 値と

を表 に した。 分までの は、

で全 の 割を えていることから、

分までを することにした。

　その結果、 分 の 分 の図 から、

各 に対して、次のような を行った。

　 分は、全 ータの を 明する。この

分で い の相関を す 数は、「平均 年数」、「

年までの ン ン 数の割合」、「 年以

上の ン ン 数の割合」、「平均 単 」、「

年以上の 数の割合」、「 年までの

ら ると、 に く、 全

体の を占めている。 以上の割合から

ると、 に最も く、 全体

の を占めて り、 以上の 数から る

と、 に く、 全体の

を占めている。　

　これまで てきたように、 ン ー もしくは 、

は に い。また、

の ン ン あるいは 、 は

中 に く、 ー けと考えられる

の ン ン あるいは 、 は

に いことが分かった注 。

しかしながら、 以上大 ン ンは

に いものの、 以上は

に いことが分かった。それは、大 ン

ンにも 数 のものと、広さ のものとがあ

るためと考えられる。

　

　 単 から ると、 平均 単 は

であり、 の平均 単 は で最

も く、次いで、 、 の である、 に

の 単 は最も低く で、次いで、

、 の である。 あたりの単 で ても、

以上の差があることが分かる。 単 以上、

い る ン ー ン ン注 の 数の割合

は、 が い。

　 分分 と ー分 に

　 では との特 は大きく異なることが分かっ

た。また一 で、 地域の 中 に ン ー

中 中 ン ンが く、城 地域の

に 大 ン ンが いこと 、城

　 と と の物 の

　 と の物 の

小

世
大

2

68.23
66.22
62.02
61.55
61.00
60.94
58.78
58.43
58.33
58.00
57.61
57.11
57.00
56.92
56.52
55.73
54.32
53.19
53.07
52.09
51.31
50.92
50.03
58.28

1 29 99
物 の

1 の
物 の

59 99
物 の

2 の
物 の

9 99
物 の

の
物 の

9
物 の

の
物 の

大

大
世

2

2.61
2.51
2.45
2.44
2.39
2.37
2.35
2.28
2.27
2.18
2.17
2.07
2.00
1.95
1.92
1.92
1.90
1.84
1.77
1.72
1.71
1.70
1.62
2.13

大
世

2

26.36%
20.08%
19.21%
17.17%
17.06%
14.92%
14.72%
14.40%
11.70%
11.46%
11.14%
9.83%
9.11%
8.96%
7.74%
7.17%
6.69%
5.64%
5.60%
4.76%
4.43%
3.08%
2.50%
10.03%

世
大

2

54.02%
48.17%
47.11%
46.29%
43.55%
38.85%
34.88%
33.23%
33.04%
31.32%
29.75%
24.83%
21.89%
21.11%
18.46%
17.01%
14.29%
13.73%
13.08%
12.12%
11.02%
8.84%
6.74%
25.06%

世
大

2

56.94%
51.67%
51.63%
50.37%
50.32%
49.86%
49.62%
49.44%
48.98%
48.84%
48.12%
47.88%
47.37%
46.12%
44.83%
42.12%
40.18%
39.50%
35.76%
35.16%
31.78%
28.75%
18.78%
42.69%

世

大

2

44.89%
44.15%
43.80%
43.26%
41.16%
41.09%
40.86%
40.35%
39.66%
39.10%
38.80%
38.23%
37.28%
36.93%
36.65%
36.11%
36.04%
35.98%
35.15%
34.03%
33.54%
30.49%
30.47%
38.21%

大

世

2

71.72%
61.94%
56.50%
52.36%
45.835
44.02%
44.01%
42.51%
41.83%
41.21%
38.24%
37.12%
34.54%
32.72%
31.91%
31.77%
29.82%
29.51%
29.17%
27.74%
26.37%
25.79%
25.31%
41.61%

大

世

2

58.01%
54.23%
51.96%
49.52%
45.98%
45.68%
43.86%
42.75%
41.37%
36.97%
36.43%
29.03%
28.40%
25.10%
24.31%
21.95%
21.90%
21.78%
19.21%
16.81%
16.26%
15.68%
15.33%
35.06%

世

大

2

16.07%
11.42%
9.74%
8.31%
8.19%
6.82%
6.73%
6.42%
6.20%
5.75%
5.30%
5.17%
5.16%
5.03%
4.10%
3.96%
3.35%
2.98%
2.78%
2.25%
2.18%
1.36%
1.03%
5.67%

大
世

2

4.75%
3.69%
2.91%
2.54%
2.38%
2.36%
2.20%
1.96%
1.51%
1.30%
1.27%
1.24%
1.11%
1.00%
0.92%
0.79%
0.78%
0.77%
0.67%
0.66%
0.58%
0.57%
0.19%
1.66%

世

大

2

26.10%
23.56%
21.99%
11.44%
10.19%
9.18%
7.30%
6.51%
5.94%
5.23%
2.94%
2.82%
2.08%
1.56%
1.02%
0.68%
0.66%
0.57%
0.55%
0.37%
0.10%
0.09%
0.09%
5.80%

世

大

2

2548
2502
2430
2175
2149
2025
2023
1958
1913
1833
1807
1798
1655
1590
1539
1535
1486
1456
1401
1356
1315
1169
1107
1769

3000  2000   1000    0
の物 の

0    10%    20%   30%
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図 　 分 1 の 分

数の割合」、「 の 数の割合」であり、 の い

相関を す 数は、「 の 数の割合」、「

数の割合」、「平均 数」、「 以上の

数の割合」である。 の相関をもつ 数は、 す

ると、「 い ン ー 」と え、 ー

け の特 を表し、 の相関をもつ 数は、

ー け の特 を表すと考えられる。その で、

この 分は「 くて ー けの の 」

と される。 分の の相関をもつ 数は、「低

小 大 」に し、 の相関をもつ 数は、「

大 小 」に する。この で、

分は の 大が の 大につながって

いない特 を表し、「低 ン ンの 」と される。

分の の相関をもつ 数は、「小 小 」

に するが、 の相関をもつ 数は、「大 大 」

に する。この で、 分は「小 の

」と される。

2　 分 に ー分

　以上の つの 分 による ン ター分

析 ータの ー 距離 ー を行

い、その類 度による ー ングを行い、 つの

ターに分けることができた 図 。

　各 ターの の地図上 の分布によって、

ター は「 」、 ター は「 」、

ター は「 」、 ター は「

」、 ター は「 」と けること

が であると した（図 ）。　

　 ーの

　各 ターの 表 と平均値 表 から、

ターの特 は以下のように 出した。

　 では、 分 は大きく 、 分

と 分 が であり、平均 年数

年までの ン ン 数の割合 年ま

での 数の割合 年以上の ン ン 数の割

合 年以上の 数の割合が最も大きいことから、

い ン ンが 中し、 小 大 低

9　 分分 の 値

分 　 値

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1 2

9 5

2 1

1

1

5

22

2

1

5 59

5 1

1

2 5

2

1 1

2

25

9

2 2

9 99

9

95

9 5

9

値

1 2

9 5

2 1

1

1

5

22

2

分
2
2

9 19 19 5 ン ン の
5 195 19 5 の ン ン の

5 195 19 5 の の
9 19 19 5 の の

1 の物 の
1 29 99 物 の

9 19 19 5 の ン ン の
の物 の

5 の ン ン の
5 の ン ン の

59 99 物 の
ン ン

2 の物 の
9 19 19 5 の の

9 物 の

物
1 19 199 2 5 の の

2 の ン ン の
1 19 199 2 5 の ン ン の

2 29 19 1995 の の

9 2 2 15 の の
2 29 19 1995 の ン ン の

51 2 の ン ン の
19 の ン ン の
2 1 の ン ン の

9 2 2 15 の ン ン の
の物 の

9 99 物 の
の物 の

9

1

59

5

5

1

5

9

9

5

55

1

2

9

9

2 29 19 1995 の の
2 29 19 1995 の ン ン の

5 の ン ン の
5 の ン ン の

の物 の
ン ン

2 の物 の
の物 の

9 99 物 の
物

9 19 19 5 の の

59 99 物 の
9 19 19 5 ン ン の

5 195 19 5 の ン ン の
5 195 19 5 の の
9 19 19 5 の の

9 2 2 15 の ン ン の

2 1 の ン ン の
1 19 199 2 5 の の

1 19 199 2 5 の ン ン の

1 29 99 物 の

9 物 の
9 2 2 15 の の

2 の ン ン の
1 の物 の

の物 の
19 の ン ン の
51 2 の ン ン の

9

2

9

59

5

2

22

2

1

1

12

11

1

1

1

9

5

5

9 19 19 5 の ン ン の 5

55

59

2

5

9

2

59 99 物 の
9 2 2 15 の ン ン の

19 の ン ン の
2 29 19 1995 の の

5 の ン ン の
2 の物 の

1 29 99 物 の
9 2 2 15 の の

2 29 19 1995 の ン ン の
1 の物 の

1 19 199 2 5 の の
1 19 199 2 5 の ン ン の

51 2 の ン ン の

9 19 19 5 の の
9 19 19 5 ン ン の

5 195 19 5 の の
の物 の

5 195 19 5 の ン ン の
の物 の

9 19 19 5 の ン ン の
の物 の

5 の ン ン の
2 の ン ン の

9 19 19 5 の の

9 99 物 の

ン ン

物

25

25

2

2

22

2

1

1

2

1

1

1

1

2

2

21

22

2

2

2

2

29

1

9 物 の

2 1 の ン ン の
2

5

5

1 2 2 1

1 2 2 1

1 2 2 1

分1

分2

分
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目 には 期の 年の ン ンが

中して り、 には 年以

下の低 年の ン ンが 中している。 数は大

、中 、小 に分けて ると、

中 には大 が く、中 に

は中 が く、世 目 には小

が いことが分かった。地上 数から ると、

には が く、中

には中 が く、世

には低 が いことが分かった。 と 数から

ると、 には ン ー が

く、 中 には が く、

には が く、

には 以上の大 ン ンが いことが分

かった。 単 から ると、

は であり、 は低 であ

ることが分かった。

また、地域差の特 を ると、 分分析と

ター分析の結果、 つに分けることができ、次のように

各 ターの特 をまとめることができた。 年数か

ら ると、 は最も く、 は く、

は最も しく、 は しい。

数から ると、 には大 が最も く、

には中 が最も く、 には小 が最も

い。地上 数から ると、 には が最も

く、 には中 が最も く、 に

は低 が最も い。 と 数から ると、

には ン ー が最も く、大 が最も く、

ー けが最も 中している。 には

小 が く、大 が く、 ー

けが 中している。 には ー け

が最も 中している。 には、小 が く、

ー けが 中している。中 から る

と、 は最も であり、 は

であり、 は最も低 であり、 は

低 である。

　 の

　分 ン ンの との特 を したうえで、そ

れ れの の ン ンの を明らかにすることが

の である。

　 上 鶴子 本理 他 「 」家 を れる　　　　　

　 の と 式 社平 社
　 　下
　 ン ン 年 社
　 年 員 年 　
　 本 総合 ンター 本に ける 合 の 程

　 期から 度 長期まで 調査 ー 　 本総
　合 ンター
　 本 総合 ンター 本に ける 合 の定 程 定

　 長期から 世 まで 調査 ー 　 本総合 ン
　ター
　長 広 の 社 と 合 の れを って

　 式 社長
　 下 大 か り にみる ン ー ン

　 ン と対 の に関する 本 計
　
　 大 平 で される

　 分 ン ン大 の 計 上の特 本 計
　

　 さ り 分 ン
　ンの 平 計 よ 計 上の特 本 計
　

　 所 　 所
　 長 総合 所

注 ン ン ン ン「 の相場 」
　
注 によって、 年 に 表された「 ン
　ン実 調査結果」
　
注 内 に設定する理由は、 調査（注 ）の結果による人
　 が大きく、または の分 ン ンの が大 に
　されている ため。
注 平 年 の 、全 人のうち、 には
　 人が り、全 道 に いて最も い。「総 計 」
　 「
　 の 計」
　
注 が 年 に いて行った調査に ける、 ン ン　　
　とは「中 （ 以上）で分 同 、 ン ー 　
　 ン ー または の 」と定めている。 　　　
　
　
注 ン ータに いて「 」という 目は があ
　り、注 による、 は「 、 、 、 、 、　　
　 、 、 、その他」を すことが分かって、本 は「 　　
　 、 、 」の ータが 出された。
注 本 「 本 ン につ
　いて」
　
注 基準 行 の によって、 年以 の は「旧
　 基準」、 年以 の は「旧 基準」であるため、 年と
　 年を分けた。本 では「 年まで」とは 年 年ま
　で、「 年まで」とは 年 年までを す。
注 に ングの 期は 年 と記 がある
　が、 ン ータの ータに 年 は 年 とあり、本 では
　 ン ータの内 を することとした。
注 体は ン ータの「分 社 」の 目の内 と
　により確認した。
注 図 と図 の地域の分け は、いずれも ン ン 数と総 数　　
　を い、 ター分析 ータの ー 距離 ー 　
　によって分類した。
注 総 計 による、 表された「平 年 地 計調査
　 道 」
　
注 注 に基 き 者 。分 ン ン ン ンの　　
　 世 は、 に 世 総数に対する各 の世 数の割合。
注 総 数による分類に明確な定 はないが、本 で「小 ン
　 ン」は総 数 以下の ン ン、「中 ン ン」は
　総 数 の ン ン、「大 ン ン」は総 数
　 の ン ンと定 した。
注 本 では、 以下の 期 ン ンには ーターを設置し
　なかったことが く、また ン ンは明確な定 がなく 例
　 て以上とされることに うと考え、「低 ン ン」は 以
　下の ン ン、「中 ン ン」は の ン ン、
　「 ン ン」は 以上の ン ンと定 した。
注 注 に し、「 タ 」、「 数」、「各 タ
　 」の ータを み合 て ると、 な ータ 数 が 出
　された。「各 タ 」に いて と の数のみ確認できるた　
　め、 者は と の数の合計を「 数」と定 して 理した。
　また、 数と との関係を するため、 は 数
　に合 て 数 の けを した。
注 ン ー ン ンとは、 年数が つにつれて 値が上が
　る ン ンと一 的に れるが、 な定 がなく、 は様
　である。そのうち、 の調査 社「 ン 」は、
　ン ー ン ンの として、「 年以上」、「平均
　 以上」、「 以上」と設定している 注 。本
　は、「 以上」という を する。
注 ン 「 ン ー ン ン ン
　ン 」
注 結 を明確するため、結 では 的なタ け ン ー
　 、 、 を り出した。
　

　本 は の を けるものです。
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